
1 

 

ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２２年１１月分） 

２０２２年１２月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●大統領評議会就任式（１６日） 

 １６日、総選挙によって選出されたＢＨ大統

領評議会新メンバーの就任式が実施され、ツ

ビヤノビッチ議長（セルビア系）、ベチロビッチ・

ボシュニャク系メンバー及びコムシッチ・クロア

チア系メンバーがそれぞれ宣誓を行った。 

 就任式には閣僚、エンティティ首相、政党党

首、各国大使等の要人が参加したが、コムシ

ッチ・メンバーの正当性を認めていないＨＤＺ

所属のクロアチア系要人は欠席した。 

●ＨＤＺ・ボシュニャク系８政党連合の連立合

意（２９日） 

 ２９日、ＨＤＺ及び「８政党」（ＳＤＰ、ＮＳ、ＮｉＰ

を中心とする、主にボシュニャク系の８政党に

よるグループ）は、チョービッチＨＤＺ党首及び

ニクシッチＳＤＰ党首を署名者として、議会及

び行政府における連立合意を締結した。今後、

国政においてはセルビア系のＳＮＳＤも含めた

連立協議が継続される見通し。 

 合意文書には、ＢＨのＥＵ・ＮＡＴＯ加盟、法

の支配強化、市民生活及び経済の発展等、

今後４年間で取り組むべき課題が挙げられた。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ連邦上院選出人数の確定（４日） 

 ４日、ＢＨ中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は、Ｂ

Ｈ連邦上院議員のカントンごとの選出人数を

決定した。本決定はシュミット上級代表による

１０月２日のボン・パワー行使で連邦上院の定

数が５８→８０へ拡大したことに伴うもので、賛

成４・反対２で採択された。 

 

 

 

イ スルプスカ共和国 

●ＳＤＳ執行部の辞任（３日） 

 ３日、ＳＤＳ（ＲＳ最大野党）はＢＨ総選挙にお

ける結果の責任を取り、シャロビッチ党首及び

執行部役員が辞任する旨発表した。 

 シャロビッチ党首は、トリビッチＰＤＰ副党首

（ＲＳ大統領選における野党統一候補）の敗北、

国政及びエンティティ各レベルにおけるＳＤＳ

の敗北等に言及し、選挙結果が振るわなかっ

たことについて言い訳はしないと辞任の理由

を述べた。 

●ＲＳ大統領及びＲＳ国民議会の就任宣誓式

（１５日） 

 １５日、ＲＳ大統領及びＲＳ国民議会の就任

宣誓式が実施され、ドディックＲＳ大統領、プラ

ニッチ同副大統領（クロアチア系）、ドゥラコビ

ッチ同副大統領（ボシュニャク系）に加え、ツビ

ヤノビッチＢＨ大統領評議会議長が宣誓を行

った。式典後の国民議会初回会合において、

ステバンディッチ・統一スルプスカ（ＵＳ）党首

がＲＳ国民議会の新議長に選出された。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ＥＵＦＯＲマンデートの延長決定（１２日） 

 ２日、国連安保理会合において、ＥＵＦＯＲマ

ンデートの１年延長が決定した。これに対し、

ジャフェロビッチＢＨ大統領評議会議長（ボシ

ュニャク系）、シュミット上級代表等から賛意が

示された。 

●テゲルティヤ閣僚評議会議長のベルリン・

プロセス首脳会合出席（３日） 

 ３日、テゲルティヤ閣僚評議会議長はベルリ

ンで開催されたベルリン・プロセス首脳会合に

出席した。会合では地域共通市場の枠組みに
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おける協力、エネルギー情勢、西バルカンに

おける移民問題等が協議された。また、テゲ

ルティヤ議長は、人の移動の自由に関する合

意（西バルカン諸国のＩＤカードによる移動の

自由）、医師、歯科医師、建築士の専門資格

の相互承認に関する合意、西バルカンにおけ

る高等教育資格の相互承認に関する合意に

それぞれ署名した。 

●ＮＡＴＯ加盟に向けた年次改革プログラムの

採択（９日） 

 ９日、ＢＨ閣僚評議会は第５７回定例会合に

おいて、ＮＡＴＯ加盟に向けた２０２１年～２０２

２年の年次改革プログラム（ＡＮＰ）を採択した。

報道によれば、テゲルティヤ閣僚評議会議長

（セルビア系）がＡＮＰを議題とすることを拒否

していたため、定例会合の度重なる延期の要

因となったとされる。 

 今般の閣僚評議会による採択を受け、ＡＮＰ

は通常の外交手続きに則ってＮＡＴＯ本部（ブ

リュッセル）に送付される見込み。 

●ヴァールヘイ欧州委員のＢＨ訪問（２８日～

２９日） 

 ２８日～２９日、ヴァールヘイ欧州委近隣・拡

大政策担当委員がＢＨを訪問し、大統領評議

会３メンバー、ドディックＲＳ大統領、テゲルテ

ィヤ閣僚評議会議長、シュミット上級代表及び

ＨＤＺ、ＳＤＡ、ボシュニャク系政党連合各党首

と会談した。 

 ヴァールヘイ委員は各関係者とＢＨのＥＵ加

盟等につき意見を交わし、選挙後の新体制に

おける改革の迅速な履行の必要性を指摘しつ

つ、組織犯罪防止・国境管理強化等へのＥＵ

からの追加支援につき述べた。 

 

 

 

（２）二国間関係 

●ピーチ英国西バルカン特使のＢＨ訪問（３日） 

 ２２日、ピーチ英国西バルカン特使がＢＨを

訪問し、ベチロビッチＢＨ大統領評議会ボシュ

ニャク系メンバー及びコムシッチ同クロアチア

系メンバーと会談した。なお、英国の制裁対象

となっているツビヤノビッチ同議長は会談に参

加しなかった。 

 会談では対ＢＨ投資の誘致を含めた両国の

経済関係の強化の重要性が話題となった。ピ

ーチ特使は、ＢＨのエネルギー独立性強化及

び雇用創出、同分野における競争力の強化

等に資する英国の投資計画につき説明した。 
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（３）日・ＢＨ関係 

●伊藤大使離任レセプションの開催（２

日） 

 ２日、サラエボ市内のホテルにて伊藤前

駐ＢＨ日本国大使の離任レセプションが開

催された。伊藤前大使は、任期中に日・Ｂ

Ｈ関係の強化に貢献できたと述べ、多くの

協力と支援に対して謝意を表明した。 

 

 

（写真：レセプションの様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大統領評議会議長への離任表敬（２日） 

 ２日、伊藤前駐ＢＨ日本国大使はジャフ

ェロビッチＢＨ大統領評議会議長に対する

離任表敬を行い、日・ＢＨ間の協力につい

て意見を交わした。ジャフェロビッチ議長

は、両国間の友好関係促進に対する伊藤

大使の貢献及び日本からの長年にわたる

対ＢＨ支援に謝意を述べた。 

 

（写真：伊藤前大使とジャフェロビッチ議長） 

 

●副首相兼外相への離任表敬（１７日） 

 １７日、伊藤前駐BH日本国大使はトゥル

コビッチ副首相兼外相に対する離任表敬

を行い、両国の友好関係及びＢＨ政治情

勢について意見交換を行った。トゥルコビ

ッチ外相は、日本のＢＨに対する支援に謝

意を表明した。 

 

（写真：伊藤前大使とトゥルコビッチ外相） 
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３．経済 

（１）経済指標 

●ＢＨの対外債務は９７．７億ＫＭ（９日） 

 ＢＨ財務省の統計によれば、本年９月時点

でのＢＨの対外債務は９７．７億ＫＭ（うちＢＨ

連邦５５．５億ＫＭ、ＲＳ４１．１億ＫＭ、ブルチ

ュコ行政区４．８１億ＫＭ）。最も大きいのは対

世銀の債務（国際復興開発銀行（ＩＢＲＤ）１２．

２億ＫＭ、国際開発協会（ＩＤＡ）１５．５億）であ

り、その後に欧州開発銀行（ＥＩＢ：２１億ＫＭ）、

ＩＭＦ（９．４７億ＫＭ）が続く。 

●９月の平均給与額は１，１５４ＫＭ（２１日） 

 本年９月のＢＨにおける平均月額給与は１，

１５４ＫＭで、昨年同月比＋１４．７％。 

●貿易総額の増加（２２日） 

 本年１月～１０月において、ＢＨの対外輸出

総額は１５４億４，７００万ＫＭ（前年同期比＋

３１．５％）、輸入総額は２３７億１００万ＫＭ（前

年同期比＋３６．７％）。貿易総額のうち、輸入

が占める割合は６３．５％で、貿易赤字は８６

億５，４００万ＫＭ。 

 なお、同時期のＢＨからＥＵへの輸出額は１

１１億９００万ＫＭ（前年同期比＋３１．７％）、

輸入額は１３４億４０００万ＫＭ（前年同期比＋

３０％）。 

 

（２）経済政策・公共事業 

●鉱山労働者によるストライキ（２２日） 

 １１月２２日朝、トゥズラ・クレカ鉱山及びゼニ

ツァ鉱山（いずれも石炭・褐炭類を生産）の労

働者が１０月分の給与の未払いへの抗議及

び賃上げ要求のためストライキを行った。 

 ＢＨ電力公社及びＢＨ連邦鉱山労働者労組

間の賃金にかかる契約は本年５月に更新され、

年内有効とされているが、新たな契約の締結

に向けた交渉がまとまらず、労組側は賃上げ

を求めている。 

 １０月分の支払いを受けたことで同日中にス

トライキは解除されたが、次年の契約締結に

かかる交渉は引き続き行われる。 

 

（３）経済協力 

●西バルカン・ノルウェーのエネルギー分野に

おける協力可能性（１７日） 

 １７日、テゲルティヤ閣僚評議会議長は、ノ

ルウェーの主催によりセルビアのベオグラード

で開かれた「西バルカンにおける再生可能エ

ネルギー源への投資可能性」をテーマとする

会合に出席し、西バルカン各国首脳と地域に

おけるエネルギー情勢及びノルウェーからの

投資可能性等につき意見を交わした。 

 テゲルティヤ議長は、エネルギー分野での

他国との協力強化には大きな関心があるとし

つつ、ＢＨにおいては設備の老朽化の課題が

あり、メンテナンスの必要性があると指摘した。 

 

（４）民間セクター 

●米・英によるエネルギー分野への投資（１８

日） 

 英国 Alfa Energy社及び米国 Edison Energy

社はパートナーシップ協定を結び、ＢＨにおけ

るエネルギー分野への新規投資を行う旨発表

した。主な内容は各企業をターゲットとしたコ

ンサルティング業務であり、脱炭素化プロセス

の支援を行う。 

 

  

 


